
§１３ 酸化還元反応

Ｐ oint.３５ 酸化とは 酸 化 剤 還 元 剤

ＫＭｎＯ４ Ｈ２Ｓ

① 酸素と 化合 希・濃ＨＮＯ３ (ＣＯＯＨ)２

② 水素を 放出 熱濃Ｈ２ＳＯ４

③ 電子を 放出 Ｋ２Ｃｒ２Ｏ７

④ 酸化数は 増加

Ｈ２Ｏ２・ＳＯ２

Ｐ oint.３６ 酸化数とは

①化合物中のＨ原子・・・・ ＋１ Ｏ原子・・・・ －２

例外 Ｈ２Ｏ２中酸素の酸化数 －１

②単体の酸化数・・・・・・ ０

③化合物中の酸化数の和・・ ０

④イオンの酸化数・・・・・イオンの価数

⑤化合物中のアルカリ金属・ ＋１

⑥化合物中のハロゲン・・・ －１

Ｐ oint.３７ 酸化剤とは

相手 を酸化する

自分は 還元

酸化力・酸化作用も同様の関係

［1］次の単体、化合物、イオンの下線をつけた原子の酸化数を記せ。
（1） Ｉ２ （2） Ｐ４Ｏ１０ （3） ＰｂＯ２ （4） Ａｌ２（ＳＯ４）３ （5） Ｈ２Ｏ２

０ ＋５ ＋４ ＋３ －１

（6） Ｎａ＋ （7） ＳＯ４
２－ （8） Ｏ３ （9） ＣｒＯ４

２－ （10） ＮＨ４ＮＯ３

＋１ ＋６ ０ ＋６ －３ ＋５

（11）［Ａｇ(ＮＨ３)２］Ｃｌ （12）［Ｃｕ(ＮＨ３)４］２＋ （13）Ｎａ３ＰＯ４

＋１ ＋２ ＋５

Ｐ oint.３８ 酸化剤還元剤のはたらき方

ＭｎＯ４
ー ＋８Ｈ＋＋５ｅ－ → Ｍｎ２＋＋４Ｈ２Ｏ

①酸化剤としてはたらくときの 下線部を覚える。

②両辺の酸素原子数を合わせるために、Ｈ２Ｏを加える。

③両辺の水素原子数を合わせるために、Ｈ＋を加える。

④両辺の電気量を合わせるために、電子を入れる。
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MnO4
-

赤紫色 ① と ⑤ 硫酸が必要 Ｋ２Ｃｒ２Ｏ７ ＫＭｎＯ４

ヨウ素・デンプン液 青紫色

（1）酸化剤
①過マンガン酸カリウム ＭｎＯ４

ー＋８Ｈ＋＋５ｅ－ → Ｍｎ２＋＋４Ｈ２Ｏ

②ＨＮＯ３（希硝酸） ＋３Ｈ＋＋３ｅ－ → ＮＯ＋２Ｈ２Ｏ

③ＨＮＯ３（濃硝酸）＋ Ｈ＋＋ ｅ－ →ＮＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ

④Ｈ２ＳＯ４ ＋ ２Ｈ＋＋ ２ｅ－ → ＳＯ２＋２Ｈ２Ｏ

⑤Ｃｒ２Ｏ７
２－ ＋ １４Ｈ＋＋ ６ｅ－ →２Ｃｒ３＋＋７Ｈ２Ｏ

⑥Ｈ２Ｏ２ ＋ ２Ｈ＋＋ ２ｅ－ →２Ｈ２Ｏ

⑦ＳＯ２ ＋４Ｈ＋＋４ｅ－ →Ｓ ＋２Ｈ２Ｏ

（2）還元剤
①Ｈ２Ｓ →Ｓ ＋ ２Ｈ＋＋ ２ｅ－

②Ｈ２Ｏ２ →Ｏ２ ＋ ２Ｈ＋＋ ２ｅ－

③ＳＯ２ ＋２Ｈ２Ｏ →ＳＯ４
２－＋ ４Ｈ＋＋ ２ｅ－

④(ＣＯＯＨ)２ →２ＣＯ２ ＋ ２Ｈ＋ ＋ ２ｅ－

Ｐ oint.３９ 酸化還元の化学反応式を書く。

ＭｎＯ４
－＋８Ｈ＋＋５ｅ－ → Ｍｎ２＋＋４Ｈ２Ｏ －－－－①

Ｈ２Ｏ２ → ２Ｈ＋＋Ｏ２＋２ｅ－ －－－－②

(1)電子の数を合わせる。
①×２＋②×５

２ＭｎＯ４
－＋１６Ｈ＋＋１０ｅ－ → ２Ｍｎ２＋＋８Ｈ２Ｏ

５Ｈ２Ｏ２ → １０Ｈ＋＋５Ｏ２＋１０ｅ－

２ＭｎＯ４
－＋６Ｈ＋＋５Ｈ２Ｏ２ → ２Ｍｎ２＋＋８Ｈ２Ｏ＋５Ｏ２

イオン反応式ができる。

(2)化学反応式をつくるために、２Ｋ＋ と３ＳＯ４
２－ を両辺に加える。

２ＫＭｎＯ４＋３Ｈ２ＳＯ４＋５Ｈ２Ｏ２ → ２ＭｎＳＯ４＋８Ｈ２Ｏ＋

５Ｏ２＋Ｋ２ＳＯ４
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